
議会ＱＲコード

５５月月臨臨時時会会 ●● ２２

６６月月定定例例会会・・本本会会議議報報告告 ●● ３３

委委員員会会報報告告 ●● ４４

ここんんななここととがが決決ままりりままししたた ●● ５５

町町のの考考ええをを問問うう（（７７議議員員がが一一般般質質問問）） ●● ６６

農農業業委委員員会会ととのの意意見見交交換換会会報報告告 ●● 1122

ああれれかからら「「ゴゴミミ収収集集」」とと
「「改改良良住住宅宅譲譲渡渡」」ははどどううななっったたんんややぁぁ～～ ●● 1133

議議会会にに対対ししててのの意意見見（（シシリリーーズズ住住民民のの声声）） ●● 1133

議議会会ニニュューースス ●● 1144

……………………………………

……………

……………………………………

……
…

………

…

…………………………………

ページ

令和３年 2021.8.1

NO.153

ホホーームムペペーージジ
hhttttppss::／／／／wwwwww..ttoowwnn..yyoorroo..ggiiffuu..jjpp／／

5555555月月月月
臨時会

6666666月月月月
定例会

「「そそぞぞろろ歩歩ききはは煙煙火火ああとと」」 撮撮影影者者：：田田中中雄雄一一

153

号

よ
う
ろ
う

議
会
だ
よ
り

２
０
２
１
･８

･１

発
行
／
２
０
２
１
年
８
月
１
日
養
老
町
議
会
〒
５
０
３

�１
３
９
２
岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
高
田
７
９
８
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
５

８
４

�３
２

�５
０
８
４
（
直
通
）
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
印
刷
／
盛
福
印
刷

�

委 員 長 岩永 義仁

副委員長 清水 由美子

委 員 水谷 久美子

委 員 田中 敏弘

委 員 早崎 百合子

委 員 小寺 光信

議会だより編集特別委員会

今号より、新メンバーで議会だよりを編集します。「いつも

通り」の議会だよりに加えて、新しい試みにもどんどんチャレ

ンジしていきたいと考えています。町民の皆様が読みたくなる

ような議会広報誌を目指し、議会の情報をよりわかりやすい視点でお伝え

できるよう努めて参ります。今後の編集に活かしたいと思いますので、お

気づきの点があればご意見をお寄せください。 委員長

編集
後記

議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会ニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーススススススススススススス
一年間お疲れ様でした

第２回定例会（初日）におい

て、吉田太郎前議長のその功績

に対し、議会より感謝状が贈呈

されました。

９月３日に定例会を開会の予定です。ぜひ傍聴にお越しください。
詳しい日程については、「広報ようろう」９月号と町ホームページでお知らせします。

また、議会の様子をライブ配信及び録画配信しております。町ホームページより観る

ことが出来ますので、そちらもぜひチェックしてみて下さい。

一般質問の日は車いすの方も議会を傍聴していただけます。

ご不明な点は、議会事務局までお問い合わせ下さい。

委 員 会 名 委 員 長 副委員長 委 員

総 務 民 生 委 員 会 吉田 太郎 小寺 光信
松永 民夫 野村 永一 大橋 三男

岩永 義仁 清水 由美子

産 業 建 設 委 員 会 早崎 百合子 西脇 康
水谷 久美子 田中 敏弘 長澤 龍夫

北倉 義博

議 会 運 営 委 員 会 野村 永一 大橋 三男 松永 民夫 吉田 太郎 岩永 義仁

議 会 改 革 特 別 委 員 会 松永 民夫 西脇 康
野村 永一 大橋 三男 長澤 龍夫

北倉 義博

議会だより編集特別委員会 岩永 義仁 清水 由美子
水谷 久美子 田中 敏弘 早崎 百合子

小寺 光信

養老町議会 委員会構成名簿（令和３年５月14日現在）

養老町みんなで『孝子』条例 表彰
第２回定例会（初日）において、平成29年に制定された「養老町み

んなで『孝子』条例」の２人目の表彰者として、養老町室原在住の冨長
とみ なが

覚梁
かく りょう

氏が選ばれました。

冨長氏は平成20年に開始した「家族

の絆」をテーマとした愛の詩の全国募集

に、その当初から選考委員として関わり、

22年にわたりこの事業を牽引してこら

れました。その間に寄せられた詩の応募

総数は43,252編に上ります。

「親孝行のふるさと」としての養老町

を全国に広く発信し町民が郷土に誇りを

持つことに寄与された功績をたたえ特別

賞を贈ります。

平成30年度 愛の詩発表会にて

「わたしの声」
の宛先は

〒503－1392養老町高田798番地 養老町議会事務局内
TEL（0584）32－5084（直通） FAX（0584）32－1812
メールアドレス:14gikai＠town.yoro.gifu.jp 古紙配合率70％の再生紙を使用

「わたしの声」を待っています。
役場ロビーに意見箱を設置してあります
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定例会の主な（総括）質疑内容

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
４
日

か
ら

�日
ま
で
の

�日
間
の
会
期
で
開
か

れ
た
。

初
日
（
４
日
）
は
、
令
和
２
年
度
養
老

町
一
般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
等
３
件
の
報
告
を
受
け
、

�議
案
の
提

案
説
明
が
あ
っ
た
。
補
正
予
算
２
議
案
及

び
繰
入
れ
変
更
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別

委
員
会
委
員
の
選
任
と
正
副
委
員
長
の
選

任
を
行
い
、
付
託
し
た
。
条
例
の
一
部
改

正
等
８
議
案
に
つ
い
て
は
総
務
民
生
委
員

会
に
付
託
し
た
。

２
日
目
（

�日
）
は
、
議
員
７
名
が
一

般
質
問
を
行
っ
た
。

最
終
日
（

�日
）
は
、
総
務
民
生
委
員

長
及
び
予
算
特
別
委
員
長
よ
り
、
付
託
さ

れ
た
議
案
に
つ
い
て
の
審
査
の
経
緯
と
結

果
の
報
告
後
、
採
決
を
行
い
、
条
例
の
一

部
改
正
や
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど

�議
案
に
つ
い
て
、
す
べ
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
終
日

に
上
程
さ
れ
た
議
員
発
議
で
あ
る
議
員
派

遣
に
つ
い
て
も
可
決
し
た
。

副議長

長澤 龍夫

議 長

北倉 義博

令
和

３
年
度
の
養
老
町
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
の
中
、
副

議
長
と
共
々
誠
心
誠
意
職
務
の
遂
行
に
努
め
る
所
存
で
す
。

予
想
以
上
に
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
皆
様
方
に
は
度

重
な
る
自
粛
に
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

養
老
町
に
も
人
口
減
少
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
民
意
の

総
意
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
議
会
の
総
意

と
の
ず
れ
が
無
い
よ
う
に
、
ま
た
、
行
政
機
関
と
の
意
思

疎
通
を
し
っ
か
り
と
図
り
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
、
安
心
･

安
全
で
、
子
ど
も
の
世
代
・
孫
の
世
代
ま
で
持
続
可
能
な

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�������������������������������������������������

新議長あいさつ

●
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
利
用
し
て
印

鑑
登
録
証
明
書
等
を
取
得
で

き
る
、
町
内
の
対
象
店
舗
は
。

町
内
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
が

�

店
舗
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
他

に
大
手
ス
ー
パ
ー
等
の
多
機

能
端
末
機
が
設
置
さ
れ
て
い

る
店
舗
が
利
用
可
能
と
な

る
。
な
お
、
郵
便
局
に
つ
い

て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

●
令
和
３
年
度
養
老
町

一
般
会
計
補
正
予
算

商
工
関
連
事
業
を

計
上
す
る
に
あ
た
っ

て
の
戦
略
的
思
想
は
。

コ
ロ
ナ
禍
や
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
た
形
で
、
関
係
人
口
等
を

増
や
し
て
い
け
る
よ
う
な
事

業
を
計
上
し
た
。

町
独
自
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
す
る
考

え
は
。

郡
医
師
会
に
意
見

を
伺
い
な
が
ら
、
ま

ず
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
全
力

を
挙
げ
て
い
き
た
い
。

地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
繰
越
額
は
。

第
３
次
交
付
限
度

額
の
繰
越
限
度
額
１

億
４
５
０
５
万
７
０
０
０
円

の
う
ち
、
１
億
４
３
８
１
万

４
０
０
０
円
を
内
閣
府
へ
繰

越
要
望
し
て
お
り
、
本
定
例

会
で
は
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
と
し
て
１
億
４
１
９
６
万

３
０
０
０
円
を
計
上
し
、
差

額
１
８
５
万
１
０
０
０
円
に

つ
い
て
も
今
後
計
上
し
た

い
。 問 答答

問答問答

問

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
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●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
）

非
常
備
消
防
費
の

退
職
団
員
報
奨
金

（
財
源
構
成
）

１
４

０
０
万

円
程
の
対
象
人
数
は
。
ま
た
、

そ
の
財
源
で
あ
る
基
金
の
積

み
立
て
方
法
は
。

令
和
２
年
度
退
職

消
防
団
員
の
総
数
は

１
４
２
人
で
あ
る
。
町
が
団

員
１
人
あ
た
り
負
担
金
１
万

９
２
０
０
円
を
公
務
災
害
補

償
等
共
済
基
金
へ
支
払
っ
て

い
る
。
な
お
、
財
源
は
国
の

特
別
交
付
税
で
あ
る
。

●
養
老
町
附
属
機
関
の
書

面
に
よ
る
審
議
に
係
る

関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例
の
制
定

養
老
町
水
防
協
議

会
等

�の
付
属
機
関

が
全
て
書
類
審
議
を
行
っ
た

場
合
の
影
響
額
は
。

予
算
ベ
ー
ス
で
報

酬
１
３
７
万
２
８
０

０
円
を
計
上
し
て
い
る
た

め
、
日
額
２
分
の
１
の
規
定

を
適
用
す
る
と
、

�万
６
４

０
０
円
と
な
る
。
ま
た
、
旅

費

�万
８
０
０
０
円
も
発
生

し
な
く
な
る
た
め
、
影
響
額

は
合
わ
せ
て

�万
４
４
０
０

円
と
な
る
。

●
養
老
町
町
道
の
構
造
の

技
術
的
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

自
動
運
行
補
助
施

設
が
地
方
に
広
が
る

時
期
は
。

国
は
２
０
３
０
年

末
ま
で
に
地
域
限
定

型
の
無
人
自
動
運
転
移
動
サ

ー
ビ
ス
の
類
型
的
展
開
地
域

を
１
０
０
か
所
以
上
と
す
る

目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
都
市

部
か
ら
広
が
る
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
現
在
当
町
で
は

活
用
計
画
は
無
い
が
、
国
の

動
向
を
注
視
し
た
い
。

●
養
老
町
庁
舎
機
械
設
備

改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結

契
約
金
額
２
億
６

４
０
０
万
円
の
明
細

は
。

設
計
金
額
に
請
負

率
を
掛
け
て
算
出
す

る
と
、
機
械
棟
の
解
体
工
事

が
約
２
８
０
０
万
円
、
機
械

棟
新
築
工
事
が
約
１
億
２
０

０
万
円
、
県
防
災
用
発
電
施

設
の
移
設
工
事
が
約
１
０
０

万
円
、
空
調
機
械
の
設
置
工

事
が
約
１
億
３
３
０
０
万
円

と
な
る
。

機
械
棟
の
解
体
工

事
に
お
け
る
防
音
、

粉
じ
ん
対
策
の
考
え
は
。

空
調
工
事
の
後
、

窓
を
締
め
切
っ
た
中

で
機
械
棟
の
解
体
工
事
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
請
負
業
者
と
十
分
対
応

を
協
議
し
た
い
。

●
令
和
３
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

地
方
創
生
テ
レ
ワ

ー
ク
推
進
事
業
の
内

容
は
。

地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

す
る
。
財
源
は
、
地
方
創
生

テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
交
付
金
が

７
３
５
０
万
円
、
別
途
特
別

臨
時
交
付
金
が
あ
り
、
残
り

は
一
般
財
源
か
ら
支
出
す
る
。

な
お
、
運
営
は
外
部
委
託
を

検
討
し
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
内
容
は
。

昨
年
度
よ
り
５
０

０
０
万
円
増
の
１
億

５
０
０
０
万
円
分
で
あ
り
、

プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
昨
年
同
様

�％
を
予
定
し
て
い
る
。

問答

答

答

問

問

問答

問 答

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

令
和
３
年
第
２
回
臨
時
会
が
５

月

�日
に
開
か
れ
た
。

１
件
の
債
権
放
棄
の
報
告
を
受
け
、

３
件
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
、

全
て
承
認
し
た
。
条
例
改
正
等
５
件

の
議
案
に
つ
い
て
提
案
説
明
を
受
け

審
議
し
、
全
て
原
案
の
通
り
可
決
し

た
。
ま
た
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

に
つ
い
て
の
人
事
案
件
に
同
意
し
た
。

議
会
休
憩
中
に
吉
田
前
議
長
の
辞

職
届
を
受
理
し
、
北
倉
前
副
議
長
が

議
長
と
な
り
、
副
議
長
に
長
澤
議
員

が
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
各
常
任
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
並
び
に
特

別
委
員
会
の
選
任
と
正
副
委
員
長
の

選
任
を
お
こ
な
っ
た
。

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５ 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

臨時会の主な（総括）質疑内容

問答

問答
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人 事 同 意 結 果

予 算

そ の 他

議 案 結 果

条 例

養老町附属機関の書面による審議に係る関係条例の整備に関する条例制定 全員賛成で可決

養老町町道の構造の技術的基準を定める条例の一部改正 全員賛成で可決

令和３年度養老町一般会計補正予算（第１号） 全員賛成で可決

令和３年度養老町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成で可決

債権放棄の報告 全員賛成で承認

専決処分の承認（養老町税条例等の一部改正） 全員賛成で承認

専決処分の承認（養老町介護保険条例の一部改正） 全員賛成で承認

専決処分の承認（令和２年度養老町一般会計補正予算（第８号）） 全員賛成で承認

養老町庁舎機械設備改修工事請負契約の締結 全員賛成で可決

固定資産評価員の選任同意 問山 剛 全員賛成で同意

令和３年５月

臨時会 ここここんんんんななななここここととととがががが決決決決ままままりりりりままままししししたたたた審議した議案と
その結果

議 案 結 果

条 例

令和３年度補正予算

令和３年度繰入れ変更

養老町印鑑条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町個人情報保護条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町手数料条例一部改正 全員賛成で可決

養老町家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町地域福祉センター設置及び管理に関する条例の廃止 全員賛成で可決

養老町一般会計補正予算（第２号） 賛成多数で可決

養老町立食肉事業センター特別会計補正予算（第1号） 全員賛成で可決

養老町立食肉事業センター特別会計 一般会計から340万円繰入れ 全員賛成で可決

令和２年度養老町一般会計予算繰越明許費繰越計算書 全員賛成で可決

令和２年度養老町一般会計予算事故繰越し繰越計算書 全員賛成で可決

令和２年度養老町公共下水道事業会計予算繰越計算書 全員賛成で可決

西南濃粗大廃棄物処理組合規約の変更に関する協議 全員賛成で可決

議員派遣 全国市町村国際文化研修所「市町村議会議員研修」 小寺光信、 西脇 康 全員賛成で可決

令和３年度養老町一般会計補正予算（第２号） 議員の賛否

議 員 名

西
脇

康

清
水
由
美
子

小
寺
光
信

北
倉
義
博

岩
永
義
仁

長
澤
龍
夫

大
橋
三
男

吉
田
太
郎

早
崎
百
合
子

野
村
永
一

田
中
敏
弘

松
永
民
夫

水
谷
久
美
子

（○賛成、×反対） ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

そ の 他

令和３年６月

定例会 ここここんんんんななななここここととととがががが決決決決ままままりりりりままままししししたたたた審議した議案と
その結果

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

●
養
老
町
印
鑑
条
例
の
一

部
改
正

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

町
が
コ
ン
ビ
ニ
に
支
払
う
単

価
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

利
用
の
見
込
み
件
数
は
。

コ
ン
ビ
ニ
業
者
へ

の
委
託
手
数
料
は
１

通
当
た
り
１
１
７
円
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
用

の
見
込
み
件
数
は
３
０
０
０

件
程
で
あ
る
。

●
養
老
町
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

個
人
に
生
じ
る
影

響
は
。

国
の
法
律
が
改
正

さ
れ
、
転
職
時
に
、

本
人
の
同
意
を
得
れ
ば
使
用

者
間
で
従
業
員
の
特
定
個
人

情
報
の
や
り
取
り
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。

な
お
、
本
改
正
の
内
容
は
、

法
律
を
引
用
す
る
号
ず
れ
を

改
正
す
る
も
の
。

●
養
老
町
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正個
人
番
号
カ
ー
ド

の
再
交
付
手
数
料
の

取
り
扱
い
は
。

今
後
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
を
発
行
し
て

い
る
国
の
機
関
で
手
数
料
を

定
め
る
予
定
で
あ
り
、
国
か

ら
町
へ
徴
収
を
委
託
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

●
令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算空
間
除
菌
事
業
の

内
容
は
。

空
間
除
菌
剤
を
購

入
す
る
も
の
で
、
健

康
福
祉
課
と
し
て
は
、
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
養
老
福
祉
作
業

所
、
そ
よ
か
ぜ
教
室
、
保
健

セ
ン
タ
ー
の
計
４
施
設
に
設

置
す
る
。

食
肉
基
幹
市
場
建

設
促
進
事
業
費
の
内

容
は
。

環
境
影
響
調
査
業

務
委
託
料
１
１
２
２

万
円
、
用
地
取
得
計
画
書
作

成
業
務
３
４
０
万
円
を
計
上

し
た
。
現
在
、
有
力
候
補
地

と
し
て
絞
り
込
み
を
行
っ
て

お
り
、
最
終
候
補
地
と
し
て

の
地
元
説
明
、
事
業
認
定
に

向
け
進
め
て
い
る
。

地
域
消
費
活
性
デ

ジ
タ
ル
化
事
業
９
１

７
万
円
の
内
訳
は
。

ア
プ
リ
開
発
費
３

３
０
万
円
、
シ
ス
テ

ム
管
理
費
１
５
４
万
円
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
等
設
置
費
１
５

４
万
円
、
普
及
活
動
費
２
５

０
万
円
、
チ
ラ
シ
等
作
成
費

用

�万
円
と
し
て
計
上
し
て

い
る
。
な
お
、
事
前
に
商
工

会
と
協
議
し
、
取
り
組
み
内

容
を
相
談
し
て
い
る
。

Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
ｔ
ｏ

ｔ
ｈ
ｅ
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
の
チ
ラ

シ
の
作
成
枚
数
は
。

昨
年
と
同
様
に
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
３
万

枚
、
ポ
ス
タ
ー
３
０
０
枚
を

予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
、
秋
以

降
に
行
い
た
い
。

ふ
る
里
養
老
に
帰

ろ
う
事
業
の
内
容
は
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

に
向
け
、
本
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
、
本
町
に
お

住
ま
い
で
あ
っ
た
方
、
本
町

に
籍
の
あ
っ
た
方
が
本
町
へ

帰
省
す
る
と
き
の
公
共
交
通

料
の
一
部
を
地
域
商
品
券
で

配
布
す
る
も
の
。

安
全
衛
生
管
理
推

進
事
業
４
７
４
万
円

の
マ
ス
ク
の
中
身
は
。

火
災
等
侵
入
す
る

際
に
消
防
隊
員
が
使

用
す
る
空
気
呼
吸
器
用
マ
ス

ク
で
あ
る
。
現
在
、
隊
員
が

共
有
し
て
使
用
し
て
い
る
が

不
衛
生
で
あ
る
た
め
、
今
後

は
空
気
呼
吸
器
用
マ
ス
ク
を

個
人
に
貸
与
し
、
個
人
で
管

理
す
る
。

小
学
校
校
舎
等
施

設
整
備
事
業
１
３
９

万
円
の
内
容
及
び
今
後
の
整

備
計
画
は
。

日
吉
小
学
校
の
滑

り
棒
、
滑
り
台
、
チ

ェ
ー
ン
ク
ラ
イ
ム
の
老
朽
化

に
よ
る
撤
去
の
た
め
の
費
用

で
、
今
後
は
各
学
校
の
使
用

禁
止
に
な
っ
て
い
る
遊
具
の

撤
去
を
優
先
し
、
新
設
や
修

繕
は
年
次
計
画
に
沿
っ
て
進

め
る
。

反
対
討
論

国
の
第
３
次
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
に
つ
い
て
、
今
回

提
案
さ
れ
た
（
仮
称
）
養
老

ペ
イ
は
、
６
月
議
会
に
提
案

し
、
秋
に
実
施
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
あ
ま
り
に
も
性

急
す
ぎ
る
。

賛
成
討
論

商
工
会
や
事
業
者
に
と
っ

て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
大
変

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
（
仮

称
）
養
老
ペ
イ
は
、
広
範
囲

に
わ
た
り
難
し
い
面
は
あ
る

が
、
出
来
る
だ
け
早
く
進
め

ら
れ
る
こ
と
が
今
一
番
望
ま

れ
て
い
る
。
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少
子
化
が
進
む
中
、

小
学
校
の
統
合
は
。

少
子
化
が
進
む
以

上
、
学
校
の
統
廃
合

は
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
子
供

た
ち
や
保
護
者
、
地
域
住
民

の
思
い
を
尊
重
し
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
」
を
め
ざ

し
、
存
続
す
る
よ
う
努
め
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
ペ

ン
シ
ル
の
導
入
は
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活

用
を
習
熟
さ
せ
、
生

徒
の
活
用
能
力
を
向
上
し
学

習
内
容
や
目
的
に
応
じ
て
ペ

ン
シ
ル
等
の
整

備
を
進
め
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

早
期
対
応
は
。

国
・
県
か
ら
の
通

知
が
あ
り
次
第
、
関

係
機
関
と
検
討
し
、
安
心
し

て
接
種
で
き
る
体
制
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
と
の
併
用

は
。

他
の
予
防
接
種
を

行
う
場
合
、
原
則
と

し
て

�日
以
上
間
隔
を
お

く
。

教
職
員
の
優
先
接

種
は
。

随
時
、
優

先
的
に
、
接

種
で
き
る
よ
う
対
応

し
て
い
く
予
定
。

少
子
化
が
急
速
に
進
む
中
、
「
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
学
び

生
活
す
る
環
境
」
を
考
え
る
。

問答問答

慎重に取り組む

教
育
長

◆西脇 康 議員

小学校の今後は

保護者や家庭に一層の啓発

教
育
長

◆清水由美子 議員

学力低下対策に読書習慣を

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

使
用
の
現
状
と
デ
メ

リ
ッ
ト
対
応
は
。

小
学
校
で
は
、
毎

日
１
～
２
時
間
、
中

学
校
は
週
１
～
３
時
間
程
使

用
。
調
べ
学
習
を
は
じ
め
多

様
な
学
び
が
可
能
に
な
っ

た
。
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と
「
非
Ｉ

Ｃ
Ｔ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を

授
業
に
組
み
合
わ
せ
、
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
子
供
を
守
る
為

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
ル
ー

ル
」
を
全
児
童
生
徒
に
配
布

等
で
対
応
し
て
い
る
。

紙
で
の
学
習
も
大

切
だ
が
見
解
は
。

書
く
こ
と
は
、
非

常
に
大
切
と
認
識
し

て
い
る
。「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と
「
非

Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
と
の
バ
ラ
ン
ス
や

使
用
時
間
を
考
慮
し
た
授
業

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

減
少
傾
向
に
あ
る

読
書
時
間
の
確
保

は
。

乳
幼
児
教
育
で
は
、

園
や
家
庭
に
お
い
て

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
の
読

書
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

各
学
校
で
は
、
読
書
習
慣
の

啓
発
活
動
、
家
庭
読
書
の
積

極
的
な
取
組
な
ど
、
読
書
指

導
・
利
用
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
が
進
む
中

で
も
、
園
や
学
校
と
連
携
し
、

保
護
者
や
家
庭
に
一
層
の
啓

発
を
し
、
読
書
生
活
の
充
実

に
繋
げ
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
が
導
入
さ
れ
、
今
後
、
文
字
離
れ
・
学

力
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
。
学
力
向
上
と
心
豊
か
な
生
徒
の
育

成
に
、
日
々
の
読
書
習
慣
を
提
言
し
た
。

問答問答

問答

問答問答問

答

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

仙台市「学習意欲の科学的研究
フォーラム2017」より

導入されたタブレット端末

◆岩永 義仁 議員

オンライン肉まつりは

通販サイトへのアクセス増

町
長

事
業
予
算
は
２
２

０
０
万
円
で
Ｉ
Ｔ
活

用
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
に
も
係

わ
ら
ず
、
通
常
開
催
の
肉
ま

つ
り
よ
り
も
多
額
と
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
販

売
数
は
全
店
舗
合
計
で
２
５

０
個
。
１
０
０
万
円
ほ
ど
の

売
り
上
げ
と
な
っ
た
。
事
業

評
価
は
。

食
肉
の
消
費
拡
大

と
コ
ロ
ナ
後
の
来
町

者
を
増
や
す
こ
と
が
こ
の
事

業
の
目
的
で
あ
り
、
大
変
効

果
が
あ
っ
た
。

タ
レ
ン
ト
側
に
８

０
０
万
円
が
支
払
わ

れ
た
。
何
か
と
「
お
金
が
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
養
老
町

の
支
出
と
し
て
は
高
す
ぎ
な

い
か
。

動
画
配
信
に
よ
る

町
の
Ｐ
Ｒ
の
対
価
と

し
て
妥
当
。

事
業
者
へ
の
取
材

か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
を

受
注
し
た
関
係
者
に
よ
る
購

入
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
先

着

�名
の
送
料
を
町
が
負
担

す
る
と
い
う
本
事
業
に
お
い

て
、
関
係
者
に
よ
る
購
入
は

問
題
で
は
な
い
か
。

町
は
購
入
履
歴
等

の
個
人
情
報
を
収
集

し
て
い
な
い
。
関
係
者
に
よ

る
購
入
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
食
肉
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
の

購
入
な
ら
ば
イ
ベ
ン
ト
に
よ

る
効
果
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
養
老
公
園
に
て
開
催
し
て
き
た
「
肉
ま
つ
り
」

だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
開
催
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

答 問問答

答

町
民
プ
ー
ル
の
存

続
を
要
望
す
る
署
名

嘆
願
活
動
が
行
わ
れ
、
１
５

０
０
名
を
超
え
る
署
名
が
集

ま
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
こ

れ
だ
け
大
き
な
民
意
に
対
し

て
町
は
ど
う
応
え
て
い
く
の

か
。

町
営
の
プ
ー
ル
と

し
て
再
開
す
る
こ
と

は
困
難
と
考
え
る
。
一
部
の

事
業
に
つ
い
て
は
他
施
設
で

開
催
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
。
施
設
の
今
後
と
し
て

は
企
業
や
民
間
へ
の
貸
し
出

し
、
売
却
等
、
幅
広
い
視
野

で
検
討
し
て
い
く
。

会
議
録
の
調
査
を

行
っ
た
。
町
民
プ
ー

ル
の
今
後
を
議
論
し
た
審
議

会
は
、
閉
館
の
方
針
と
決
め

て
い
た
町
職
員
に
よ
る
「
特

命
チ
ー
ム
」
が
主
導
的
役
割

を
果
た
し
た
。
例
え
ば
存
続

の
提
案
を
し
て
い
た
町
教
育

部
局
か
ら
の
出
席
は
な
く
、

公
平
性
に
欠
け
る
会
議
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
最
初
か
ら
閉

鎖
あ
り
き
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

審
議
会
で
は
特
命

チ
ー
ム
の
判
断
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
も
と

に
慎
重
審
議
を
行
っ
た
。
公

正
な
判
断
だ
っ
た
と
考
え
る
。

住
民
に
親
し
ま
れ
た
町
民
プ
ー
ル
は

６
月
末
で
の
一
時
休

館
が
決
ま
っ
て
い
る
。
施
設
の
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

模
索
が
続
い
て
い
る
。

答 問問

答

問

町民プールの今後は

売却も視野に幅広く検討

町
長

６月末で休館した町民プール
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臨
時
会
・
定
例
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委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
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�才
以
上
高
齢
ワ

ク
チ
ン
接
種
案
内
は
。

本
年
２
月
か
ら
、

厚
生
労
働
省
の
指
導

に
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
確
保

体
制
を
構
築
し
て
進
め
た
。

接
種
券
の
発
送
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
時
期

や
供
給
量
が
４
月
中
旬
以
降

も
不
透
明
な
状
況
が
続
き
、

接
種
の
体
制
も
流
動
的
で
あ

る
中
で
の
発
送
で
有
っ
た

為
、
接
種
予
約
の
前
半
は
予

約
希
望
者
が
殺
到
し
、
一
時

的
に
混
乱
を
招
い
て
し
ま
っ

た
。

高
齢
者
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
と
状
況
は
。

養
老
郡
医
師
会
、

区
長
会
、
町
行
政
が

協
働
し
て
取
り
組
ん
だ
。
高

齢
者
の
優
先
接
種
で
案
内
を

し
た
が
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
量

が
少
な
く
予
約
混
乱
が
生
じ

た
が
接
種
は
６
月

�日
で
は

ほ
ぼ
順
調
に
進
み
７
月
下
旬

に
は
程
無
く
終
了
予
定
。

一
般
ワ
ク
チ
ン
接

種
案
内
は
。

先
の
教
訓
を
生
か

し
て
年
齢
別
で
、
ワ

ク
チ
ン
確
保
量
と
照

ら
し
予
約
混
乱
の
無

い
様
に
進
め
る
。

�才
以
上
高
齢
者
優
先
で

７
月
末
に
は
接
種
完
了
予
定
。

高
齢
者
優
先
接
種
で
の
教
訓
を
生
か
し
、
一
般
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
入
荷
次
第
で
確
実
な
予
約
案
内
で
進
め
る
。

問答

国
の
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
方
針
に
沿
っ
て
補
助
金

を
活
用
し
、
施
設
改
修
後
に
企
業
及
び
個
人
の
テ
レ
ワ
ー
ク

推
進
に
繋
げ
る
。

コロナ禍・ワクチンは

高齢者優先で全力で取組む

町
長

地方創生テレワークの推進は

町施設の改修により進める

町
長

テ
レ
ワ
ー
ク
施
設

は
。国
か
ら
の
交
付
金

を
活
用
し
て
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
改
修
す
る
。

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
設
計
・
施
工
並
び
に
管
理

・
運
営
方
法
の
提
案
を
含
め

た
一
括
発
注
し
、
利
便
性
の

高
い
改
修
に
す
る
。

具
体
的
内
容

は
。打
合
せ
兼
テ
レ

ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
、
コ

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

宿
泊
施
設
、
託
児
施
設
、

共
同
キ
ッ
チ
ン
、
食
堂
等

の
予
定
で
あ
る
。

施
設
利
用
の
対
象

は
。都
市
部
の
企
業
、

個
人
の
働
き
手
が
テ

レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
方

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等

で
、
仕
事
を
行
う
方
々
。

全
国
へ
の
Ｐ
Ｒ
は

行
う
の
か
。

中
部
圏
の
み
な
ら

ず
関
西
・
関
東
等
含

め
て
広
い
範
囲
で
Ｐ
Ｒ
し
て

利
用
者
確
保
に
繋
げ
る
。

問答問答

問答

◆小寺 光信 議員

中央公民館ワクチン接種会場
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問答 問答

改修予定の地域福祉センター（若宮地内）

ほ
か

に
「

行
政

の
内

部

統
制

に
つ

い
て

」
の

質

問
も
し
ま
し
た
。

答 問

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

◆吉田 太郎 議員

キャッシュレス決済について

普及に向け利用促進を行う

町
長

商
工
事
業
者
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
推
進
は
。町
内
の
半
数
程
度

の
店
舗
が
電
子
決
済

を
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、
少

な
い
状
況
に
あ
る
。
消
費
者

側
も
電
子
決
済
使
用
は
限
定

的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
後

商
工
事
業
に
お
い
て
Ｉ
Ｔ
化

や
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
は
必
須

で
あ
る
。
ま
ず
は
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
の
普
及
利
用
促
進

事
業
を
行
う
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
電
子
商
品
券
型

発
行
は
。

新
し
い
生
活
様
式

と
し
て
電
子
商
品
券

の
取
り
組
み
は
大
変
有
用
で

あ
る
と
考
え
る
。
商
工
会
と

も
協
議
を
行
い
、
出
来
る
範

囲
で
行
っ
て
い
き
た
い
。

消
費
の
活
性
化
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
基
盤
の
構
築
を
目
的
と
す
る
「
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

問答

鳥
獣
防
護
柵
の
設

置
状
況
と
今
後
の
方

針
は
。

柵
の
設
置
は
平
成

�年
か
ら
始
ま
り
、

今
年
度
実
施
で
町
内
総
延
長

�・
１
１
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
な
り
、
５
月
に
県
へ
実
施

計
画
の
承
認
申
請
、
９
月
よ

り
設
置
を
始
め

�月
に
完
了

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
柵
の

補
助
事
業
も
継
続
予
定
で
あ

る
。

サ
ル
檻
の
設
置
状

況
と
今
後
の
維
持
管

理
は
。

昨
年
度
、
大
型
の

サ
ル
檻
を
３
基
購
入
、

沢
田
、
桜
井
、
一
色
に
設
置

し
、
桜
井
地
区
で
９
頭
の
サ

ル
を
捕
獲
し
た
。
檻
の
増
設

は
管
理
等
負
担
が
か
か
る
た

め
、
要
望
が
あ
れ
ば
協
議
し

て
い
き
た
い
。

野
鳥
や
小
動
物
に

よ
る
被
害
は
。

駆
除
は
猟
友
会
に

委
託
し
、
本
年
３
月

「
養
老
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

を
改
定
し
、
捕
獲
対
照
に
ア

ラ
イ
グ
マ
と
ド
バ
ト
を
加
え

た
。
猟
友
会
の
活
動
の
支
援

を
継
続
し
て
い
く
。

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
増
加
し
、
区
や
地
域
単
位

に
鳥
獣
防
護
柵
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

答 問

有害鳥獣対策は

駆除や柵の補助事業も継続

町
長

昨年のプレミアム商品券

答 問問答

問答
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大型のサル檻（桜井地内）

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
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◆松永 民夫 議員

公
共
施
設
の
更
新

費
用
が
本
町
の
財
政

に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、

総
務
省
よ
り
令
和
３
年
度
中

に
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
本
町
の
現
状
と
課
題

は
。

公
共
施
設
す
べ
て

に
つ
い
て
、
統
合
や

再
編
、
廃
止
等
を
検
討
し
て

い
る
。
養
老
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
は
平
成

�年

５
月
に
策
定
し
て

お
り
、
計
画
策
定

か
ら
５
年
目
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、

総
務
省
の
通
知
を

踏
ま
え
令
和
３
年

度
中
に
見
直
し
を

行
う
。

見
直
し
に
あ
た
っ

て
の
地
方
公
会
計

（
固
定
資
産
台
帳
）
の
活
用

と
財
源
措
置
は
。

「
地
方
公
会
計
の

利
活
用
」
に
つ
い
て

は
、
原
価
償
却
分
と
し
て
資

金
確
保
に
有
効
と
考
え
る
が
、

財
源
の
確
保
が
厳
し
い
。
財

源
確
保
と
し
て
は
、
中
長
期

視
点
で
基
金
等
へ
の
積
み
立

て
を
検
討
し
、
安
定
的
財
源

確
保
に
努
め
る
。

町
内
の
公
共
施
設
の
大
半
が
築

�年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

老
朽
化
対
応
・
更
新
す
る
た
め
の
経
費
が
今
後

�年
間
、
毎

年
約

�億
円
不
足
す
る
。

公共施設管理計画への対応は

統合・再編・廃止等を検討

町
長

社協との連携強化は

組織力強化に協力していく

町
長

社
会
福
祉
協
議
会

は
福
祉
の
現
場
を
担

っ
て
活
動
し
、
大
半
の
事
業

が
町
の
委
託
事
業
で
あ
る
。

町
職
員
と
の
人
事
の
交
流
を

含
め
人
材
の
確
保
は
。
ま
た

受
託
事
業
の
財
源
の
適
正
措

置
と
は
。

町
と
社
会
福
祉
協

議
会
は
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
組
織

力
強
化
に
協
力
し
て
い
く
。

人
事
交
流
に
つ
い
て
は
昨
年

度
か
ら
町
職
員
を
事
務
局
長

と
し
て
派
遣
し
た
。

他
の
市
町
社
会
福
祉

協
議
会
と
の
人
事
交

流
も
考
え
て
い
く
。

新
規
事
業
の
委
託
業

務
で
は
人
件
費
も
考

慮
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会

の
拠
点
施
設
は
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。
昭

和

�年
施
工
後
、
大
規
模
改

修
が
さ
れ
て
お
ら
ず
老
朽
化

対
策
は
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
運
営
は
、
高
田
地

区
に
立
地
す
る
他
の
公
共
施

設
と
の
統
合
も
視
野
に
、
抜

本
的
な
見
直
し
の
中
で
議
論

を
進
め
て
い
く
。
ト
イ
レ
の

改
修
は
担
当
課
に
対
応
を
指

示
し
た
。

問答

問答

問答

養老町公共施設等総合管理計画

問答

臨
時
会
・
定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

交
流
会
報
告

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た

社
会
福
祉
協
議
会
は
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
、
拠
点
施
設

は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

社会福祉協議会が入る老人福祉センター

◆水谷久美子 議員

教訓を生かし64歳以下接種を

全町体制で円滑化に取り組む

町
長

過
労
死
ラ
イ
ン
月

�時
間
以
上
の
担
当

職
員
の
実
態
と
今
後
の
職
員

体
制
は
。

５
月
に
２
名
い
た

が
６
月
の
異
動
で
担

当
課
に

１
名
の
増
員
を
し

た
。
特
定
の
職
員
に
負
担
が

な
い
よ
う
仕
事
配
分
を
改
め

た
い
。

５
月
６
日
の
予
約

開
始
日
以
降
、
予
約

日
の
早
朝
に
議
員
や
全
町
民

に
知
ら
せ
な
い
中
、
役
場
で

何
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。

早
朝
に
役
場
玄
関

前
に
予
約
の
取
り
方

が
分
か
ら
な
い
多
数
の
方
が

来
庁
さ
れ
た
。
順
次
相
談
に

乗
り
予
約
を
取
る
手
伝
い
を

し
た
。

多
く
の
町
民
の
方
が
早
朝

か
ら
来
庁
さ
れ
る
こ
と
を
予

想
し
て
い
な
か
っ
た
。

当
初
の
町
接
種
計

画
と
国
や
県
と
の
調

整
過
程
は
。郡
医
師
会
や
区
長

連
絡
協
議
会
の
全
面

協
力
で
早
い
段
階
で
接
種
計

画
が
出
来
て
い
た
。
ワ
ク
チ

ン
配
送
日
等
に
つ
い
て
は
、

直
前
ま
で
回
答
が
な
く
予
約

枠
の
設
定
に
苦
慮
し
た
。

濃
厚
接
触
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
保
育
・

教
育
現
場
職
員
へ
の
優
先
的

接
種
を
。

保
育
士
、
教
職
員

に
は
優
先
接
種
が
出

来
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
予

定
。

高
齢
者
接
種
予
約
で
は
、
予
約
が
取
れ
な
い
不
安
が
ス
ト

レ
ス
と
な
り
激
怒
や
苦
情
の
声
が
多
々
寄
せ
ら
れ
た
。
高
齢

者
接
種
の
問
題
点
を
総
括
す
べ
き
で
あ
る
。

小
学
校
と
中
学
校

を
接
続
す
る
た
め
の

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
校
が

導
入
さ
れ
て
い
る
が
効
果
が

実
証
さ
れ
ず
減
少
傾
向
に
あ

る
。教
育
現
場
で
は
、
最
高
学

年
の
「
６
年
生
マ
ジ
ッ
ク
」

が
効
か
な
い
。

小
・
中
の
文
化
の
違
い
・

不
登
校
や
い
じ
め
・
教
職
員

集
団
の
複
雑
多
忙
化
な
ど
が

懸
念
さ
れ
る
。

等
々
か
ら
養
老
町
で
の
小

中
一
貫
校
化
は
す
べ
き
で
は

な
い
。

令
和
５
年
度
の
新

入
生
が

�名
を
下
回

る
学
校
が

３
校
あ
る

と
予
測
し

て
お
り
、

学
校
の
あ

り
方
を
検

討
す
る
こ

と
は
避
け

て
通
れ
な

い
。

小
中
一
貫
校
や
義
務
教
育

学
校
の
議
論
の
前
に
環
境
整

備
、
情
報
提
供
、
意
見
集
約

に
努
め
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
学
校
の
在
り
方
を
模
索
し

た
い
。

家
族
の
介
護
や
兄

弟
の
世
話
を
担
う
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
が
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
町
の
対
策
は
。

心
配
さ
れ
る
児
童

生
徒
は
、
町
内
に
も

い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化

す
る
中
、
保
護
者
と
学
校
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
支
援
に

努
め
る
。

２
０

０
２
年
か
ら

�年
間
で
小
中
・
高
も
含
め

７
５

８
３

校
が
廃
校
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
全
国
的
に
「
小
中
一
貫
校

化
」
や
「
義
務
教
育
学
校
」
も
開
設
さ
れ
て
い
る
。

小・中一貫校化の導入に反対

未来ビジョンを描く模索を図る

教
育
長

問

答 問

答 問

答 問

町内出生数推移

答 問

答
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このシリーズは、過去の定例会（今回は令和２年６月議会）での

一般質問に関して、その後の状況をお知らせするものです。

（
町
内
在
住
Ｙ
・
Ｋ
）

最
近
気
付
い
た
事
そ
の
１
。

先
日
新
聞
に
養
老
町
民
憲
章
の
記

事
が
出
て
い
た
。
１
９
７
３
年
に
制

定
さ
れ
た
と
か
。

�年
前
と
言
え
ば

大
学
生
の
頃
（
や
ば
い
年
が
バ
レ
る
）

翌
年
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
て
学

生
の
就
職
氷
河
期
が
や
っ
て
き
た
。

高
度
成
長
直
後
の
落
ち
込
み
だ
っ
た

だ
け
に
大
変
な
思
い
だ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、
コ
ロ
ナ

禍
で
就
職
に
進
学
に
難
儀
が
付
き
ま

と
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
と
言
え
ば

�才

以
上
の
お
年
寄
り
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

も
優
先
的
。
な
ん
て
優
し
い
我
が
町

養
老
。
っ
て
気
付
き
そ
の
２
。

激
動
の
時
代
を
生
き
て
き
た
私
達

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
養
老
の
た
め

に
愛
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
力
を
合
わ

せ
て
未
来
に
続
く
明
る
い
町
を
子
供

や
孫
の
た
め
に
作
り
ま
す
。
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

人
生
百
年
と
か
言
わ
れ
る
こ
の
現

代
社
会
、
ジ
ィ
ジ
バ
ァ
バ
こ
れ
か
ら

も
ま
だ
ま
だ
頑
張
ろ
う
ぜ
ぇ
～
！

黄
昏
応
援
団

シリーズ

議会に対しての意見議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ににににににににににににににににににににに対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対しししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててののののののののののののののののののののの意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見

住民の声 このシリーズは、町内の各種団体の代表や副代表等の方へ、
編集委員が意見をお聞きし、その記事を掲載するものです。

37

定
例
会

委
員
会
報
告

質
疑
･審
議
結
果

一
般
質
問

委
員
会
視
察

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
･住
民
の
声

改良住宅の譲渡施策の進捗状況は

改良住宅の譲渡は円滑な推進を図るため

町議会議員、学識経験者等で組織された

「改良住宅特別委員会」内で審議を進めて

きました。

令和元年11月に「養老町改良住宅譲渡

基本方針」が策定され、令和元年度から令

和８年度にかけて改良住宅の契約者に対し

ての有償譲渡が始まりました。

令和3年度においては482戸中、160戸が

譲渡受付の開始を迎えており、現時点で１

件の譲渡の手続きが完了しております。

契約者からの早期譲渡の要望が少なくな

いため、住宅や土地の測量等を早め、２年

の前倒しによって令和６年度までにすべて

の住宅の譲渡開始ができる方法を現在検討

しています。

ここここここここううううううううななななななななりりりりりりりりままままままままししししししししたたたたたたたた

問 燃やせるごみ収集日の改善は

燃やせるごみの収集は、町内を２つのブロックに分け、

週２回行っています。しかしながら、収集日が祝日や年

末年始に当たり収集できない場合があります。

令和３年度のごみカレンダーでは、町民のご意見も伺

いながら、週２回の燃やせるごみ収集を確保するため、

収集委託事業者及び受入先である養老ドリームパークと

協議を行い、年４日の特別収集日の設定や月２回のプラ

スチック製容器包装収集日の内、１回を燃やせるごみの

収集日に振り替えるなど、収集回数の均衡を図りました。

今後とも、分別収集によるごみの減量化と資源化への

取り組みに、ご理解とご協力をお願いします。

ここここここここううううううううななななななななりりりりりりりりままままままままししししししししたたたたたたたた

問

令和３年度は下記のように特別収集日等を設けています。

養老・上多度・池辺・笠郷

５月３日、７月21日、９月20日、９月22日、12月30日

高田・広幡・小畑・多芸・日吉・室原

７月23日

Ａ
班
テ
ー
マ

「
農
業
委
員
会
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」

・
担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
、
集
約
化
に
つ

い
て
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

後
継
者
や
若
手
農
業
者
不
足
が
問
題
。

・
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
未
整
備
の
地
域

は
、
積
極
的
に
進
め
後
世
に
残
す
。

・
農
業
委
員
相
互
の
議
論
の
場
が
必
要
で
あ

る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
は
、
町
内
の
各

団
体
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
伺
う
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
農
業
委
員
会
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

１
人
ま
た
は
２
人
の
議
員
が
入
っ
た
４
～

５
人
の
グ
ル
ー
プ
で
５
班
に
分
か
れ
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
意
見
を
出
し
合
う
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
が

心
配
さ
れ
る
中
、
時
間
を
押
し
て
活
発
な
ご

意
見
が
相
次
ぎ
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

令
和
３
年
４
月
６
日

午
前

�時
よ
り

養
老

町
役

場
４

階
大

会
議

室
に

て
開

催

多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
が
、
紙
面
の
都
合
上
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
全
て
の
ご
意
見
に
寄
り
添
い
、

関
係
機
関
と
共
に
前
に
進
め
ま
す
。（
委
員
長
）

Ｂ
班
テ
ー
マ

「
議
会
へ
の
要
望
や
評
価
に

つ
い
て
」

・
パ
ト
ロ
ー
ル
に
議
会
（
議
員
）
も
参
加

し
、
汗
を
流
し
て
ほ
し
い
。

・
耕
作
放
棄
地
復
元
の
方
法
や
手
続
き
は
、

個
人
で
は
対
応
で
き
な
い
。

ル
ー
ル
作
り
や
補
助
金
の
創
設
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。

・
議
会
は
、
農
地
視
察
等
し
て
い
る
の
か
。

Ｃ
班
テ
ー
マ

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
農
業
委
員
会

不
安
や
対
策
に
つ
い
て
」

・
県
や
町
の
農
業
施
策
を
迅
速
に
農
業

委
員
会
に
提
示
さ
れ
た
い
。

・
長
時
間
の
会
議
が
出
来
な
い
た
め
、
研

修
会
な
ど
が
行
え
な
い
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

：

水
谷
久
美
子

副
委
員
長

：

田
中
敏
弘

委
員

：

早
崎
百
合
子

岩
永
義
仁

小
寺
光
信

清
水
由
美
子

議
長

：

吉
田
太
郎

副
議
長

：

北
倉
義
博

（
４
月
６
日
当
時
）

Ｄ
班
テ
ー
マ

「
農
業
委
員
会
を
活
性
化
す
る

た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

・
引
き
続
き
、
町
や
議
会
と
の
意
見
交
換
会

を
定
期
的
に
行
い
、
要
望
を
明
確
化
さ
せ

実
施
す
る
こ
と
。

・
女
性
農
業
委
員
の
登
用
を
望
む
。

Ｅ
班
テ
ー
マ
「
そ
の
他
」

・
農
地
と
し
て
守
っ
て
い
く
部
分
と
企
業
誘

致
の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
で
あ
る
。

・
農
業
委
員
は
、
地
区
委
員
を
経
験
し
町
の

農
業
委
員
に
な
る
の
が
望
ま
し
い
。

・
農
業
委
員
が
就
業
者
を
一
人
で
も
多
く
推

進
す
る
。

・
ス
ー
パ
ー
サ
ン
シ
の
進
捗
状
況
。

議
会
改
革

特
別
委
員
会

農
業
委
員
会
と

意
見
交
換
会

報
告
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